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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第71号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

令和元年度 南翔の集い 穂積市長（12期）による乾杯 盛り上がる会場内

　本校同窓会員の皆様には、日

頃から本校の教育活動に温かい

ご理解とご協力をいただき、誠

にありがとうございます。

　今年４月、秋田南高校・秋田南

高校中等部に勤務できることを

大変嬉しく、光栄に思いながら、

そしてまた大きな責任を感じ

ながら着任いたしました。輝か

しい進路実績や部活動の活躍、そして近年はスーパーグ

ローバルハイスクールとして、グローバルな視点で世界

やふるさとの課題解決に挑戦している頼もしい生徒の

様子を見聞きしてきました。本校に勤務してみると、柔

軟な思考と羨ましくなるほどの行動力をもった生徒の

なんと多いことかと感心させられました。

　私は、このような生徒の姿に、校訓「獨立自尊」の精神

の芽生えを垣間見るような気がします。「獨立自尊」は在

学中ばかりでなく、生徒一人一人が卒業後も生涯にわ

たって追い求めていくべき理想の精神です。中学生、高

校生である今は、日々の生活の中で校訓の精神を具体的

な行動として実践できるようであってほしいと思って

います。

　さて、平成から令和へと時代の変わり目を迎えた今年

度、本校もまた新たなスタートを切りました。中等部が

開校した平成２８年を中高一貫教育の第一の始まりだ

とすると、中等部一期生が高校に進学し、中等部と高校

が接続した今年は第二の始まりであると言えます。本校

で既に３年間を過ごしてきた生徒たちと、各地の中学校

から新しい風を吹き込んでくれた生徒たちとの出会い

は、どちらにとってもここでしか経験できない学びの始

まりです。そして、中高一貫教育校としての真価が問わ

れるのはこれからだと言えます。本校が小中学生や保護

者に選んでもらえる学校であり続けるために、生徒一人

一人に確かな学力を身に付けさせ、本校が目指す高い志

とグローバルな視点をもった人材の育成に努め、地域の

期待に応えていきたいと考えています。

　今年度も本校では「高い志をもち、ふるさとや世界に

貢献するグローバル人材の育成」を重点目標として掲げ

ました。グローバル化が進展する社会においては、多様

な考え方や価値観を受容し、仲間や時には自分と異なる

考えをもつ人とも協働して課題を解決に導いていくこ

とが求められています。目標達成に向けて、グローバル

リーダーとして必要な資質・能力をしっかり身に付けさ

せるよう、全ての教育活動を通して取り組んでまいりま

す。将来それぞれの立場で、豊かで平和な社会をリード

していく本校生の姿を想像しながら成長を支援してい

くことは、私たちにとって大きな喜びであり、希望その

ものです。

　今後も本校の伝統を大切にしながら、変化を恐れず

チャレンジする秋南でありたいと思っています。今後も

更なるご支援とご指導を賜りますようよろしくお願い

いたします。

秋田県立秋田南高等学校・中等部

校長　眞　壁　聡　子ごあいさつ～希望の翼にのせて
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決めさせていただきました。
　同窓生は2万名を超え、国内に限らず海外でも活躍し
ております。しかし、同窓会費の納入率は毎年5％以下で
運営に支障をきたす状況が続いております。全盛期に比
較し卒業生の数が半分近くになっている影響もあり、今
後の運営を再構築しなければなりません。人口減少、少
子化の影響により次々と高校の再編が行われる中、母校
の発展のためぜひとも年会費2,000円の納入にご協力く
ださいますよう心からお願い申し上げます。
　卒業生がグローバルリーダーとして一人でも多く世
界へ羽ばたいて行ってもらいたいものです。母校を支援
し続けることが実現させる一歩だと考えます。文武両
道、中高一貫教育校の誇りと伝統を未来に繋ぐ努力を
我々同窓生は持ち続けなければならないと思います。
　母校が益々魅力的な学校に発展し、同窓生の皆様がご
健勝でご活躍されることをお祈りいたします。

秋田県立秋田南高等学校
同窓会長　山岡　緑三郎（3期）

　今年度もおかげをもちまして、総会並びに盛大に南翔
の集いを行うことができました。ご参加いただいた同窓
の皆様、そして学校よりご臨席いただきました眞壁聡子
校長先生はじめ、ご来賓の皆様に厚く御礼を申し上げます。
　総会の役員改選では、私を含む三役、監事の留任を承
認いただき、引き続き２年間同窓会運営を行うことにな
りました。「在校生と共にある同窓会」の理念の基、誠心
誠意活動して参ります。
　母校は、中高一貫教育校としてグローバル人材育成を
目指し、獨立自尊の精神で努力を重ねております。学校
からの要望もあり、同窓会ではこのグローバル人材育成
に今後も支援して参ります。
　2022年(令和4年)、中等部1期生が卒業し、いよいよ創
立60周年を迎えます。記念事業の一環として、年間100万
円、10年間で支援金1,000万円を学校へ寄付することを

　議案第5号役員改選については、全員留任が提案され、

満場一致をもって承認されました。

　その他として、長年抱える会費収入の伸び悩みに対し

て、「原資増収対策部会（仮称）」の設置の提案がありまし

た。それに対し、検討したいとの意見が会長よりなされ

ました。

杉本　薫（11期）

　「南翔」総会は、7月13日土曜日、秋田ビューホテルにて

開催されました。

　冒頭に、同窓会副会長、会報部長として永年に渡って

多大な尽力をされ、この5月に逝去された大山善治郎さ

ん（5期）に黙とうを捧げました。

　総会では山岡会長の挨拶のあと、ご来賓である新任の

眞壁聡子校長からご挨拶をいただきました。

　議事に入り、議案第1号平成30年度事業報告は満場一

致をもって承認されました。

　議案第2号平成30年度収支決算報告については、助成

金支出の根拠が会則第17条第3項だけでは不明確である

との指摘に対し、今後理事会などで検討することとし、

承認されました。

　議案第3号令和元年度事業計画案は満場一致で承認さ

れました。

　議案第4号令和元年度収支予算案については、令和4年

度に迎える同窓会60周年記念事業として、教育振興基金

に積立金を計上しているが、目的に合っているのか、と

いう質問がありました。それに対して、目的に合った予

算編成について、今後理事会などで再検討することと

し、承認されました。

「南 翔」 総 会 報 告

令和元年度総会、南翔の集いを終えて

総会の様子
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南翔の集い

くれたのが大
きかったと思
います。
　これらは同
期の絆の貢献
例ですが、ほか
にも、自薦・他
薦でキーパー
ソンを探し出
したり、ちょっ
とした同期の
集まりを捉えて参加を促したりするなどしながら、関心
を高める試みを行ってみたらいかがでしょうか。この集
いが、来年以降参加者が増えていき、母校を応援しつつ、
高校時代を思い出して旧交温める良い機会になってほ
しいと心から念願しております。

令和元年度実行委員長　中島　修（12期）
　7月13日、令和元年度の南翔の集いが秋田ビューホテ
ルで開催されました。当日は、眞壁聡子校長をはじめ6名
のご来賓の方々のご臨席の下、1期から49期まで132名の
南高校卒業生が参加。19期の爆笑王さんの軽妙なトーク
を交えた司会進行により、楽しく和やかなひとときを過
ごすことができました。
　今年の幹事期は12期。例年幹事期は20名以上の参加が
あるとのことでしたが、今回は30名の参加がありホッと
しております。
　その要因は「本店山王の会」と「12期ゴルフ会」。前者
は、退職の2年ほど前から、県庁、県警そして市役所に勤
務する同期が多数集まり忘年会の時期等に、酒を飲み交
わし情報交換をしてきた会であり、後者は、同期の仲間
達が定期的に開催している複数のゴルフ大会の総称で、
それぞれ、参加の呼びかけに応じてメンバーが集まって

眞壁校長と1期のみなさん
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盛会の中、31期の嶋貫勝さんの音頭でお開きとなり、二
次会へと移りました。
　「蕗の会」は設立25周年を迎えました。今年度も総会の
ほかにビアパーティ、ゴルフコンペ、女子会、新年会など
を計画しておりますので、多くの会員の皆様のご参加を
お待ち申し上げております。今後も同窓生の交流の場と
して、そして微力ながら母校の応援団として活動して参
ります。〔連絡先：miyagifukinokai@yahoo.co.jp〕

■遠赤外線オイルヒーター５台寄贈
　2月7日、山岡緑三郎会長が代表取締役
を務める山岡工業㈱から学校設備の充実
を図り、寒い体育館を少しでも暖かくす
ることに役立ててほしいとの思いから寄
贈されました。メイン銀行の北都銀行か
らの寄付型私募債の提案があり私募債を
発行、秋田県知事に南高校への寄付（物
品）を申し込みました。早速体育館で使用
され大型ヒーターの威力を発揮しました。

■ぴかぴかのユニフォーム
　令和が明けてまもなく、中央地区大会
を応援。新ユニフォーム姿の選手たちを
誇らしく感じた。今春、全国のOB各位か
らたくさんの寄付を頂戴し、母校へユニ
フォームを寄贈させていただいた。我が

OB会は、金森初代会長、江畠前会長の熱い
母校愛を受け継ぎ、結成以来約四十年の
歴史がある。会員およそ320名。思いは、
「全国大会出場」ただひとつ。

バスケットボール部OB会会長
島田好雅

■55期生「翼会」発足
　私たち55期生
は20 2 6年に「翼
会」での再会を約
束しました。「翼
会」は同期会の名
称であり、校歌の
1フレーズ「希望
の翼羽ばたき行
かん」が由来と
なっています。同
期同士の横のつながりはもちろん、先輩・
後輩との縦のつながりを大人になっても

変わらず持ち続けてほしいという願いか
ら、この度会を企画する運びとなりまし
た。この「翼会」が将来、秋田南高校同窓生
の大きな輪を作るきっかけとなれば幸い
です。　　　　  55期生徒会長　斉藤萌加

■吹奏楽部顧問　奥山昇先生のコメント
　今年は正しい姿勢で演奏するためにゴ
ルファーや多くのアスリートが取り入れ
ている「４スタンス理論」を取り入れまし
た。新しくユニークなこの理論を取り入
れたことで音にはっきりと変化が現れま
した。生徒が見事に適応してくれ、それが
できるのは南高生だからだと思っていま
す。今が一番大変な時期ではあるが、ハイ
レベルな練習ができる一番楽しい時でも
あります。30回目の全国大会出場記念の
年に結果を残せるよう頑張ってきます。

吹奏楽部 全国大会出場！
（4年ぶり30回目）

～10月20日名古屋国際会議場～

支部だより
■宮城支部　　　　　　　会長　鎌田　邦一（11期）
　令和元年6月8日（土）、仙台市青葉区のシェルブール仙
台において、宮城支部「蕗の会」総会・懇親会が開催され
ました。当日は、会員18名が参加し、ご来賓として母校か
ら眞壁聡子校長先生と木村太郎先生、同窓会本部から畠
山佳男副会長、東京南翔会から三浦辰巳会長代行をお迎
えし、さらに今春母校を卒業され仙台地区の大学に進学
された9名の学生（55期）の皆様にもご出席をいただきま
した。
　総会では、平成30年度の活動および決算報告、令和元
年度の活動計画および予算案について審議・承認され、
参加者最年長の3期の高石茂さんの乾杯で懇親会をス
タート。そして、宮城県で活躍されているOBとして24期
の吉川寛康県議からご講話をいただき、眞壁校長先生か
らは部活動や進学状況などをお伺いし、母校の活躍ぶ
りに会員一同大変誇らしく思った次第です。さらに、フ
レッシュな55期の皆様からも一言ずつご挨拶いただき、

南翔 72号 　 令和2年2月28日発行　　　　　 
　掲  　載 　 予  　告 

同窓会50周年記念講演会 
　                  講 師 
        横浜国立大学大学院教授 
     Alexander McAulay 氏 

南翔ゴルフコンペ 

活躍するOB 

支部だより  etc.
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身上達しているのが実
感できもっともっと上
手くなりたい．．．今思
い返しても、ワクワク
するくらい貴重で素敵
な時間を過ごさせて頂
きました。
　時を経て、書道を基
本とした毛筆デザイン
オフィスを地元秋田で
立ち上げてから12年目
となりました。偏に、今
までやれてこれたのは
皆様のおかげだと心か
ら思います。これから
も、高校時代に感じたときめきを忘れず書くことで皆様
のお役に立てればと思いますので、今後とも何卒よろし
くお願い申し上げます。

毛筆デザインオフィス　fu-de-sign フデサイン
mail@fu-de-sign.com　http://fu-de-sign.com

　思い返すと、書道の楽しさに気づかせてくれたのはま
さに高校時代でした。当時一年生から書道部に入部して
いましたが、先生方に恵まれたのだと思います。小学２
年生から習い始めた書道でしたが、高校２年生に恩師と
出会い（海老原真琴先生）
文字はただ造形のみ模倣
するだけではなく空間の
魅せ方、墨の濃淡そして運
筆速度などが合わさった
芸術なのだと教えて頂き、
心を一気に書道の世界に
もっていかれたことを思
い出します。
　また、書道は線の芸術で
もありどうしたら引き締
まった紙の奥に入り込む
ような深い線を出せるか、
手を取り教えて下さった
ことも昨日のように思い
出します。線質の良し悪し
が分かったことで、自分自

音楽部の1期生～音楽部設立の思い出～
　昭和37年春、南高校が開校し生徒は男女半々で8学級
のみ。ほどなくして運動部と文化部が次々と誕生し、音
楽部もその中の一つでした。音楽の小林清人先生に部の
設立について相談し、顧問を快く引き受けてくださいま
した。先生は全学級を指導しており、生徒のことはよく
ご存知でした。私たちはアドバイスをして頂きながら部
員募集に乗り出しました。音楽部は男女混合で、私たち
はお互いの良さを認め合いながらルールのある生活を
すること等を話し合いました。
　音楽部の目標は二つ。まずは2年後にコンクールに出
場できる技量を身につけること。二つ目は混声四部合唱
を極めていくことでした。
　秋になると歌える曲も増え、設備の整った音楽ホール
で歌いたいと望むようになり、ついに実現することにな
りました。熱のこもった練習が続き、合唱祭当日を迎え
ました。会場では朝から準備をする先生方や手伝いの

活活躍
ＯＢＯＢするする

毛筆デザイナー
佐藤　佳奈（33期・J組）

日本ソムリエ協会書籍タイトル 揮毫

　プロフィール
1978年　八郎潟町生まれ　新潟大学教育学部書道学科卒
fu-de-sign主宰
古典書道をベースに女性らしさと力強さを兼ね備えた作
風で、商品、タイトルロゴ、店舗やイベントの書を手掛け、
毛筆パフォーマンスも好評です。
作品（仕事実績）：高橋優ＣＤデザイン、「なぞり書きで楽
しむ太宰治」枻出版社、エドウインジーンズタグデザイ
ン、ＡＡＢ開局25周年ＣＭ、仙岩峠の茶屋ロゴ　等々

合唱部OB会

生徒たちが、緊張でコチコチだがピカピカの私たちを温
かく迎えてくださり、私たちはその気持ちに感激しまし
た。もしかしたら新設校だから優遇されたということが
あったかもしれません。いよいよステージに立ち、指揮
の流れと共に曲が進む中、全員が集中し一つになって歌
いました。演奏後は成し終えた充実感で満たされ、大き
な感動に包まれました。この感動こそ私が音楽に携わる
ことになった原点で忘れ得ぬ思い出です。

合唱部OB会　会長　沓沢憲明（1期）

高橋優CDタイトル

株式会社 宇佐見経営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）
税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195
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「お腹すいた！今日の

ご飯なに？」ってカウ

ンター越しに厨房に

顔を出したりしてい

たので、合宿が長くな

るとメニューも学生

たちに「今晩何食べた

い？」なんて聞いて食

べたいものを出して

いました。大変だった

とか苦労したってことはないですね。

Ｑ：先生も来られていましたか。

Ａ：先生たちも仲良くて、よく来ていました。本当によく

来ていましたよ。

Ｑ：今も南高生は合宿などの食事で来ていますか。

Ａ：来ていますよ。野球部や剣道部はもちろん、中高一貫

になって中学生と高校生の混じった英会話の合宿の子

たちも来ています。

Ｑ：人気のメニューは何ですか。

Ａ：野菜ホルモン定食とか鶏のから揚げですね。肉鍋は

もちろんです。夏でも注文する人がいるくらいです。

　南高校と歩んだ50年間の思い出を、○○先生や剣道部

の△△君、野球部の□□君と昨日のことのようにお話し

してくださりました。取材させていただいた日もちょう

ど剣道部のＯＢ会が開催されており、懐かしい顔ぶれに

目を細めておられました。

　最後に人気メニューをいただきました。柔らかく煮込

んだモツ、懐かしい味の肉鍋、定番のラーメン、どれも美

味しくお腹も満たされました。これからも南高生の合宿

と先生方のために、いつまでも続けてほしいお店です。

ごちそうさまでした。

取材：板波佳代子・清水毅彦（19期）

思い出の店・レストハウス井畑

　南高校から約150メートル北

にある「レストハウス井畑」は

南高生なら誰もが知っている

食堂。お世話になった卒業生も

沢山いる思い出のお店です。今

回はその「レストハウス井畑」

の井畑敏子さんにお話しを伺いま

した。

Ｑ：創業当時のことを教えてください。

Ａ：1969年9月創業で、今年でちょうどまる50年になりま

す。もともと他の仕事をするために現在の場所を買いま

したが、いろいろあって食堂を始めることになりました。

　当時、周りは

ほとんどが田ん

ぼでした。建物

といえば南高と

理科センターし

かなく、少し後

に教育センター

ができたくらい

です。

Ｑ：南高校の学生や先生との思い出が色々あると思いま

すが、特に印象に残ってるエピソードをいくつかお聞か

せください。

Ａ：色々ありすぎて…(笑)

　そうですね、まず一番最初に剣道部の伊藤先生が「こ

れでご飯食べさせて」、「合宿をやってほしい」と言って

日本手ぬぐいで作った袋に米を入れて持って来たのが

始まりでした。その時から剣道部とは長い付き合いです。

　あーそうそう、野球部が合宿の時も凄い思い出があり

ます。お昼に食べさせようと思ってカレーを作っていた

ところに地震(日本海中部地震)がきて大変でした。鍋二

つのうち一つの鍋がひっくり返ってしまって…あの時

はお昼ご飯を食べないで解散しました。

Ｑ：合宿の際の食事は人数が多かったり、メニューを考

えたり大変ではなかったですか。

Ａ：野球部の合宿では約50人分を１日3食作っていまし

たが、1回の食事でご飯を3升炊いても、足りなくなるん

じゃないかハラハラしたこともありました。学生たちが

秋田市泉北４丁目３番２８号

名物！「肉鍋」



第71号 秋田県立秋田南高等学校同窓会会報 令和元年9月28日（7）

運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

硬式野球部
第101回全国高等学校野球選手権秋田大会
3回戦敗退 0-4 秋田中央（第３シード）
剣道部
第59回秋田県剣道段別選手権大会
男子二段　2位　小野　貫太
　　　　　3位　菅原　高嶺
　　三段　2位　東海林　真之介
　　　　　3位　菅原　義仁
第65回県高校総合体育大会（全県高校総体）
サッカー部 ベスト８（1-1 PK3-4 新屋）
陸上競技部
女子100m　　　　 　５位　髙橋　遥香
　　200m　　　　 　５位　佐藤　優
　　　　　 　　　  　６位　髙橋　遥香
　　400ｍ　　 　  　５位　佐藤　優
　　5000ｍＷ 　　　２位　髙田　果歩
　　400ｍリレー　　２位
　　　　　　　　　　(大山遥花、佐藤優、髙橋遥香、津谷環奈）
　　三段跳　　　　　２位　津谷　環奈
　　走幅跳　　　　　１位　津谷　環奈
　　やり投　　　　　７位　高橋　実佑
　　総合成績:６位、トラック競技:４位、フィールド競技:５位
男子やり投　　　　　１位　齊藤　恵
　　砲丸投　　　　　３位　吉田　仁哉
　　円盤投　　　　　５位　吉田　仁哉 　　
　　400m　　　　 　 ８位　田近　優太
　　フィールド競技　４位
剣道部
男子団体　ベスト８
　　個人　ベスト８　菅原 義仁、東海林 真之介、 淡路 優太朗
　　優秀選手賞　　　菅原 義仁　　　　　　　　　　
柔道部
女子個人48㌔級　　３位　浅利　玲奈
フェンシング
男子個人エペ　　　 １位　仙葉　遼輔
　　個人フルーレ　 ３位　仙葉　遼輔
山岳部
男子Ａパーティ２位(渡辺周平、工藤拓真、小松優月、田村駿介)
バスケットボール部
男子　ベスト１６（58-59 湯沢翔北）
ラグビー部（秋田高校と合同チーム）５位（33-35 金足農）
水泳部
女子100mバタフライ　　　１位　斎藤　琉那
　　200mバタフライ　　　１位　斎藤　琉那
　　100m平泳ぎ　　　　　５位　照内　真尋
　　　　　　　　　　　　  ７位　白渡　萌々子
　　　　　　　　　　　　  ８位　五十嵐　月衣
　　200m平泳ぎ　　　　　６位　白渡　萌々子
　　　　　　　　　　　　  ７位　五十嵐　月衣
　　100m背泳ぎ　　　　　４位　長谷川　玲央奈
　　200m背泳ぎ　　　　　５位　長谷川　玲央奈
　　200m個人メドレー　　４位　照内　真尋
　　400mリレー　　　　　７位　（斎藤、白渡、照内、長谷川)

　　800mリレー　　　　　６位　（斎藤、照内、白渡、長谷川)
　　400mメドレーリレー　４位　（長谷川、白渡、斎藤、照内)
　　男子100m自由形　　　７位　三浦　凌
　　100m背泳ぎ　　　　　６位　三上　陽向
　　200m背泳ぎ　　　　　７位　三上　陽向
　　100m平泳ぎ　　　　　５位　柴田　万潤
　　200m平泳ぎ　　　　　４位　柴田　万潤
　　200m個人メドレー　　５位　三浦　凌
　　400mメドレーリレー　６位　（三上、柴田、齊藤、三浦）
アーチェリー部
女子個人　第１位　工藤　美色　　　第２位　豊嶋　樹里
　　　　　第３位　清水川紗耶　　　第４位　渡部　愛佳
男子個人　第１位　佐川　航大　　　第２位　伊藤　一輝
　　　　　第３位　山田　雄登　　　第４位　江畑　祐和
東北高校選手権
陸上競技部
女子走幅跳　　　２位　津谷　環奈
　　 5000ｍＷ　６位　髙田　果歩
剣道部
男子個人　ベスト８　淡路　優太朗
フェンシング
男子個人フルーレ　ベスト８　仙葉　遼輔
アーチェリー部
女子団体　３位　(工藤美色、豊嶋樹里、清水川紗耶、渡部愛佳)
　　個人　６位　清水川　紗耶
全国高校総体（南部九州インターハイ）
フェンシング　男子エペ　７位　仙葉　遼輔
陸上競技部
女子走幅跳　　予選敗退　津谷　環奈
アーチェリー部
女子個人　決勝トーナメント1回戦敗退　工藤　美色
　　　　　予選敗退　豊嶋　樹里、清水川　紗耶
男子個人　予選敗退　佐川　航大、山田　雄登、伊藤　一輝

県高校総合文化祭「テーマ」
　犬塚　友樹　「無限　僕らの創造に終わりはない」
第43回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会
女子　藤田　菜桜子　１次リーグ敗退
文芸部
第43回全国高校総合文化祭（2019さが総文）　
文芸部誌部門　　佐藤　海里
放送部
第60回秋田県高等学校放送コンテスト
兼 第66回NHK杯全国高校放送コンテスト秋田県大会
朗読部門　入選　中來田　彩水 、戸津　のどか
写真部
第39回秋田県高等学校写真連盟展
入選　鈴木　健太「映世」
　　　碇屋　紗愛「かくれんぼ」
佳作　塚本　露深「凛」
吹奏楽部
全日本吹奏楽コンクール第61回秋田県大会
金賞　高橋紘一賞
全日本吹奏楽コンクール第62回東北大会
金賞　全国大会出場決定（於：10/20 名古屋国際会議場）
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　今年の夏、久しぶりに、母校に行った時の
ことです。
　驚いたことが2つありました。1つは新しい
言葉です。
　猛暑の中、登校する生徒の会話から聞き
なれない言葉がありました。それは「ちゅう
にゅうせい・こうにゅうせい」。皆さん、何の
事かわかりますか？

　答えは「中入生・高入生」です。
　これは、中等部一期生が、今年高校一年生になったこ
とから使われるようになった呼び方です。
　もう1つは中高6学年の会話の多さにも驚きながら自

〒010－1437　秋田市仁井田緑町4の1
　　　　　　秋田県立秋田南高校内
電話　018－833－7431

分の在学当時と比較しつつ学校を楽しんできました。
　さて、ここで今年の猛暑を乗り切った私の「体内冷却
グルメ？」のご紹介。作り方は簡単。料理のソースやド
レッシングを凍らせ、家庭用かき氷機でソースのかき
氷を作ります。料理やサラダに盛り付けると、かき氷が
のった料理の完成です。この食べ方、オールシーズンOK
で、いろんなメニューに応用できます。一度お試し下さ
い！結構はまります。　　　　　　　　金子達也（25期）

令和元年5月12日（日）　5期の仲間と葬儀に参列。
　祭壇の遺影は、まごうことなく「いつもダンディーな
出で立ちで、タバコはハイライト」という大山君を連想
できるものだった。
　大山君は、高校時代は演劇部に所属しながら生徒会活
動にも取り組み、第五代生徒会長として活躍した。北海
道大学卒業後、JA秋田信連に勤務。
　南高校創立20周年事業「図書館空調設備設置」を契機
に理事として同窓会活動に関わりを持ち、同窓会監事を
経て平成5年から22年まで副会長としてその重責を果
たされた。同窓会報“南翔”が今日まで継続して発行出来
ているのは彼の「功績」と言うより、大山君の我慢強い

「努力」があったればこそと、私は思っています。年2回発
行のため幅広く各期からの会報部員の確保に目を配り
ながら、会報の情報・記事の収集、紙面の企画・構成etc…。
　それに、今となってはもう出来ないことだが、個人情
報保護・管理が厳しくなった状況下で2度の同窓会名簿
発行に取り組まれたことも忘れられない。
　同窓会設立40周年記念事業として大山君が発案した

「南高梅」の記念植樹。また校舎改築記念事業として実施
した屋内練習場建設事業での資金調達に大山君の存在
は本当に大きかった。
　出会ってから50余年、5期生として心通わせた数々の
思い出、同窓会活動を通じた38年間の厚誼に、今ここに
謝恩の情をもって哀悼の意を表します。

山笑う空の彼方に鯉昇る　
合掌

第五代同窓会会長　鈴木力雄（5期）

大山善治郎君を偲ぶ
　昭和41年、南高校に入学し同
じ1年G組で君と出会った。「か」
で始まる僕は「お」の君の二つ後
ろの席だった。数人で君の住む

「鯉川」に行き、山や川を駆け回っ
た思い出は今も懐かしい。

　2年は別のクラスに。ある日「俺、生徒会長に立候補す
るから、お前は副会長に立ってけれで」と唐突に。断る理
由は何もなかった。
　卒業して二十数年ほど経て、会報部会にいた君から
誘われ同窓会の役員に。僕は企画部会に。やがて短期間
だったが、会長と副会長として新しい取り組みに挑戦し
た事が懐かしい。
　君の編集会議は喧々諤々、それは賑やかなものだっ
た。様々な意見が出る中、「までまで！」の一声で結局は
君が見事にまとめていた。
　今も、僕は君が育ててくれた会報部会で、記者の一人
として取材し記事を書かせて頂くことがある。これから
も君を忘れない為に(忘れる事はないのだが)努めていき
たい。
　葬儀で、田中誠君が弔辞を捧げてくれた。彼は僕たち
が担った生徒会で一年下の役員だった。僕たちの次の年
は彼が生徒会長に。そして今は、立派な教育者に。君は、
人を育てる名手だった。
　正義のペンを持ち続けた君に、永遠に尊敬と感謝の心
を捧げたい。

第八代同窓会会長　川合俊昭（5期）

元同窓会副会長 大山善治郎さんを偲んで
　　　　　　　　（令和元年5月7日逝去）

【追悼の記】


